
【様式 02】高大連携公開講座シラバス

＊科目 No． 18205

１．開設大学 広島修道大学 開講場所
（キャンパス・施設）

本学

２．科 目 名
食生活と健康（朝食摂取の役割，食生活と生活習慣病）

学問分野 番 号 44、34 名 称 食物、保健

３．担当教員 山内 有信 （健康科学部 健康栄養学科）

４．開講期間（曜日）

開講時間

平成 31 年 8 月 8 日（木）

1 時間目：9 時 00 分 ～ 10 時 30 分，2 時間目：10時 45 分 ～ 12 時 15 分

個別開講日
1 回目 / 2 回目 / 3 回目 / 4 回目 / 5 回目 / 6 回目 /

7 回目 / 8 回目 / 9 回目 / 10 回目 / 11 回目 / 12 回目 /

５．募集定員 60 人

６．科目内容・

授業計画

管理栄養士は、栄養学に加えて保健・医療分野の知識でもって、「傷病者に
対する療養のため必要な栄養の指導」、「個人の身体の状況、栄養状態等に応じ
た高度の専門的知識および技術を要する健康の保持増進のための栄養の指導」
などを行う国家資格です。

食生活の良否は、短期・中期的に体力や様々な活動（身体的・知的活動）に
影響を及ぼし、長期的には健康そのものに影響を及ぼします。超高齢社会を迎
えつつある今日、正しい食習慣でもって健康を維持・増進し、健康寿命を延伸
することが今まで以上に重要となっていますが、人々の健康をプロデュースす
るためには，食事に関することも科学的根拠を理解したうえで取り組む必要が
あります。

そこで、管理栄養士・栄養士や保健・医療分野の専門職を目指す者はもちろ
んのこと、自分や家族の健康の維持・増進に関心のある人たちも対象として、
正しい食習慣のあり方の一端について、科学的根拠を交えながら学びます。

1 時間目：「朝食摂取の大切さ」として、朝食摂取が体格や体力、学習能力に
及ぼす影響について講義します。

2 時間目：「食生活と生活習慣病」として、肥満と生活習慣病の関係や食習慣
と生活習慣病の関係について講義します。

７．受 講 料 無料

８．別途負担費用
（テキスト代・実習料等）

無料

９．開講条件※1

あり・ない

① 最少開講人数（ 人）定員超過の不許可は選考により決定

② 不許可・不開講通知日
（7月12日(金)以前の開講科目は3月末まで／7月13日(土)以降の開講科目は6月末まで）

10．その他特記事項

受講者についての制限事項、事前に予習しておく資料･文献など特記すべきこと

なし

11．開設大学への

交通手段

http://www.enica.jp/

から開設大学のホームページにジャンプして確認してください。

※申込時点で原則、受講できます。ただし、開講条件で不許可・不開講があった場合は受講申込者へ通知します。


